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研究成果の概要（和文）：2020年から2021年にかけ、秋田県内の4つの大学で、ワクチン接種を受けたことがな
い357名の学生を募集し、HPVワクチン接種の意思と、HPVワクチンと子宮頸がんの知識をLINEに載せて提供した
グループとそうでないグループのランダム化比較試験を行った。結果は、「直ちに接種したい」と解答した学生
は男女合わせてたった6％しかおらず、コロナ禍とはいえ、ワクチン接種の行動変容の難しさが如実に現れた結
果となった。RCTについては、知識を介入すれば、接種の意思は上がることが確認された。

研究成果の概要（英文）：From 2020 to 2021, 357 students at four universities in Akita Prefecture who
 had never been vaccinated were recruited to participate in a randomized controlled trial of the 
willingness to be vaccinated against HPV and the knowledge of HPV vaccine and cervical cancer 
provided on line by a group and a group without.
The results showed that only 6% of the students, male and female combined, answered that they wanted
 to be vaccinated immediately, and the difficulty of changing the behavior of vaccination, even with
 the coronary disaster, was truly evident in the results.The RCT verified that knowledge 
intervention increased the willingness to vaccinate.

研究分野： 公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本では，2013年から2021年にかけて，ヒトパピローマウイルスワクチン（HPVワクチン）の積極的勧奨が差
し控えられていたが，2022年4月に積極的勧奨が再開された．積極的勧奨差し控えの期間にHPVワクチン接種を逃
した者を対象に，2025年までの3年間という期限を設けキャッチアップ接種が行われているが2024年が最終年度
である．本研究からワクチン接種を逃した若手世代におけるHPVワクチン接種の意思は限りなく低く、HPVワクチ
ン接種率向上に向けてSNSを活用した啓発活動は一定の効果を得られると考えらえ、積極的に活用する根拠があ
ると思われた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本では，2013 年から 2021 年にかけて，ヒトパピローマウイルスワクチン（HPV ワク
チン）の積極的勧奨が差し控えられていたが，2022 年 4 月に積極的勧奨が再開された．約
8.5 年間の積極的勧奨の停止により、接種率は 1％未満から報告されており、低い接種率と
なっている。日本では毎年約 3000 名の若い世代が子宮頸がんで命を落としている。WHO
をはじめ海外では、HPV ワクチンは子宮頸がんを予防できる安全なワクチンであるとされ、
積極的な推奨がされている。 
２．研究の目的 
本研究では、特に積極的勧奨の中断を逃した若年青年のワクチン接種意向をアウトカムに
（１）HPV ワクチンや子宮頸がん予防に関連する知識や健康信念の関連要因が影響するか、
（２）HPV ワクチンおよび子宮頸がん予防に関連する知識を LINE に載せて介入すること
で、ワクチン接種の意思が変わるのか、明らかにすることを目的とした。 
３．研究の方法 
2020 年から 2021 年にかけて、秋田県内の 4 つの大学(秋田大学、秋田県の県立大学、日赤
赤十字看護大学、国際教養大学)で、ワクチン接種を受けたことがない学生を募集した。395
名の応募があり、3 回ワクチン接種を終了していないもの 357 名を分析対象とした。本研究
は秋田大学倫理委員会にて承認された（No. 2387）。 

自記式質問票調査には、性別、年齢、大学、学部、喫煙、飲酒のほか、アウトカムである
HPV ワクチン接種意思、HPV に関する知識、ヘルスリテラシー、ヘルスビリーフモデル
（罹患性、重大性、利益、障壁）を含め、すべて google form を用いて回答してもらった。 

HPV ワクチン接種意思については、すぐに̃3 年以内に接種したいを“接種意思あり”、受
けようと思わない、あるいは、分からない、を“接種意思なし”と定義した。HPV に関する
知識については、HPV ワクチン関連の罹患率、死亡率、予防に関する 20 項目の知識の正答
数を中央値で二値化して高低とした。ヘルスリテラシーに関しては、石川らが開発した 5 項
目（Ishikawa H, Nomura K, Sato M, Yano E.Health Promot Int. 2008 Sep;23(3):269-74）に
ついて HPB と子宮頸がんに関する情報に置き換えて作成し、中央値で高低に二値化した。
具体的には次の 5 項目である。 (1)新聞、本、テレビ、インターネットなど、いろいろな情
報源から、 HPV ワクチンや子宮頚がん検診に関連した情報を集められる。(2)HPV ワクチ
ンや子宮頚がん検診に関連するたくさんの情報の中から、自分の求める情報を選び出せる。
(3)HPV ワクチンや子宮頚がん検診に関連した情報を理解し、人に伝えることができる。
(4)HPV ワクチンや子宮頚がん検診に関連した情報がどの程度信頼できるかを判断できる。
(5)HPV ワクチンや子宮頚がん検診に関連した情報をもとに健康改善のための計画や行動
を決めることができる。ヘルスビリーフモデルは、(1)自分自身、将来 HPV にかかる可能性
がある(疾患罹患性)。(2)子宮頚がんは命に関わる怖い病気である(疾患重大性)。(3)子宮頚
がんになると将来に重大な影響がある(疾患重大性)。(4)ワクチンを接種することで子宮頚
がんを予防できる(予防)。(5)ワクチンの値段が高すぎる（障壁）。(6)ワクチンの副作用が心
配だ(障壁)。(7)忙しくてワクチン接種に行く時間がない(障壁)。(8)どこでワクチンを接種
できるのか知らない(障壁)。(9)3 回のワクチン接種は面倒だ(障壁)。(10)親がワクチン接種
に賛成していない(周囲のすすめ)。(11)自分は現時点でワクチン接種は必要ない（障壁）。
について尋ね、その回答パターンより「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を「そう
思う」の 1 つのグループとし、それ以外を「そうでない」とする二値変数として扱った。 



RCT については、性別ブロックランダム化法を用い、178 名を郵送群、179 名を SNS に
割り付けを行った。1 回目の介入は HPV と子宮頸がんワクチンに関するパブリックヘルス
通信を日本産婦人科学会や小児科学会、厚生労働省の関係資料より作成し、郵送と、PDF に
て LINE で送った。 

二回目の介入は、LINE にて 1 日 1 コラムの配信を平日 5 日間、7 週に渡って配信した
（図 1）。この内容についても、日本産婦人科学会の HP や厚生労働省の関係資料より作成
し、産婦人科医の校閲を受けて作成した。また参加者同士や参加者と事務局の間で自由に発
言・質問可能な場所を提供した(学生主体の事務局を作り行った)。 
図 1．LINE による二回目の介入(5 日/週×7 週間) 

 
介入方法の概要図を図 2 に示す。 
図 2．介入方法の概要図 
 

 
分析方法は、性別に層化したロジスティック回帰分析を用い、HPV ワクチン接種の意思を



アウトカムに、HPV ワクチンや子宮頸がん予防に関連する知識や健康信念の影響について
検討した他、RCT では、Intention-to-treat および per-protocol (PP)を用いて、介入群とコ
ントロール群でワクチン接種の意思が変わるのか、ロジスティック回帰モデルにて検討し
た。論文中（Vaccines, 2022）では、さらにベースライン時、1 回目の介入時、2 回目の介入
時の HPV ワクチン接種意向の不一致率を McNemar 検定にて検討した他、HPV 知識、ヘ
ルスリテラシー、健康信念について、時系列分析を用いて、各割付群間で比較した。 
 
４．研究成果 
357 名の参加者の特性について、 男女比はほぼ１：１で、年齢も 20 歳前後で均等であっ
た。参加した大学は圧倒的に秋田大学が多く、医学系が半数を占めた。HPV ワクチン接種
の意思について“わからない”と回答した割合が 44％と多く、“すぐに打ちたい“と回答した
割合はたった 6％であった。HPV ワクチン関連の罹患率、死亡率、予防に関する 20 項目
（20 点満点）の知識の正答数は、中央値 8 点と低かった(表 1)。またヘルスリテラシーは
（25 点満点）で中央値 10 点であった。ヘルスビリーフモデルは重大性について認識してい
るものは 74%と高く、HPV ワクチンを接種することの利益についても 66%と半数が認識
していた。 
表 1. HPV に関する知識、ヘルスリテラシー、ヘルスビリーフモデルの結果 

 
表 2.子宮頚がんおよび HPV ワクチンに関する知識、ヘルスリテラシー、健康信念モデルが
ワクチン接種行動に与える影響 

 
多変量ロジスティック回
帰モデルにより，ワクチン
接種に影響を与えた因子
は、男女合わせた全体では、
ヘルスリテラシーが高い、
疾患重大性が高いと意思
は高くなり、接種は必要な
いとすると意思は低くな
った。これを論文中(Hum 
Vaccin Immunother, 

2022)で性別に層化して分析しなおすと、男性では，疾患重大性，接種場所（どこでワクチ



ンを接種すればいいのかわからない）が HPV ワクチンの接種意向と有意に関連し，「接種
は必要ない」と回答したものは接種意思の低さと有意に関連した．女性では，知識レベルの
高さがワクチン接種意向と有意に関連したが，「副作用の心配」は接種意思の低さと関連し
た．この結果から，男性では HPV ワクチンの啓発活動，女性では HPV ワクチンの安全性
や有効性などの知識レベルを高めるための情報提供が，ワクチンの受容性を高めるのに役
立つ可能性が示唆された。 

RCT については、無作為化割り付けを行った 1 か月目についてはワクチン接種の意向に
差はなかった（1 回目の情報媒体の介入は有意差なし, 表 1）。次に、SNS 群に、土日を除く
7 週間の医学情報介入を行い、郵送群には何も介入を行わない 2 回目の情報介入試験を行っ
たところ、介入群でワクチン接種率の意向率が向上した。 
表 3. SNS 群と郵送群における HPV ワクチン接種意思、HPV に関する知識の比較 

 
知識を介入すれば、接種の意思は上昇したが、実際のワクチン接種については二群で有意差
を認めず、課題が残った（data not shown）。これは、研究期間が丁度、コロナ禍と重なって
おり、HPV ワクチンを接種するなら先にコロナワクチンを接種せよという風潮もあったこ
とは事実であり、そのことが大きく HPV ワクチン接種に影響したことは否めない。 
 
結論 
 
積極的勧奨差し控えの期間に HPV ワクチン接種を逃した者を対象に，2025 年までの 3 年
間という期限を設けキャッチアップ接種が行われているが 2024 年が最終年度である．本研
究からワクチン接種を逃した若手世代における HPV ワクチン接種の意思は限りなく低く、
HPV ワクチン接種率向上に向けて、SNS を活用した啓発活動が必要と考えられた． 
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